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い
て
、
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
障
害

者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お

よ
び
２
級
の
一
部
の
障
害
児
、
療

育
手
帳
Ａ
１
の
一
部
の
重
度
障
害

児
、
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
障
害

が
あ
る
人
な
ど
）

・
支
給
額
（
月
額
）

　
１
万
４
３
８
０
円

・
支
給
制
限
…
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
場
合
、
お
よ
び
保
護
者

な
ど
の
所
得
額
が
限
度
額
を
超
え

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度
障

害
者
・
障
害
児
の
皆
さ
ん
の
負
担

軽
減
の
た
め
、特
別
障
害
者
手
当・

障
害
児
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

（
※
い
ず
れ
も
在
宅
の
方
が
対
象
で
、

施
設
に
入
所
さ
れ
てい
る
方
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

■
特
別
障
害
者
手
当

・
支
給
対
象
者
…
日
常
生
活
に
お

い
て
、常
時
特
別
な
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
障
害
者

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の

障
害
が
２
つ
以
上
あ
る
か
、同
程

度
以
上
の
障
害
が
あ
る
人
な
ど
で

内
部
障
害
重
複
は
除
く
。身
障
手

帳
を
所
持
し
て
い
な
く
て
も
申
請

可
能
）

・
支
給
額
（
月
額
）

　
２
万
６
４
４
０
円

・
支
給
制
限
…
入
院
ま
た
は
施
設

に
入
所
し
てい
る
場
合
、お
よ
び
本

人
、配
偶
者
、扶
養
義
務
者
の
所

得
額
が
限
度
額
を
超
え
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
障
害
児
福
祉
手
当

・
支
給
対
象
者
…
日
常
生
活
に
お

在
宅
の
重
度
障
害
者
・
障
害
児
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減

特
別
障
害
者
手
当
障
害
児
福
祉
手
当
の
ご
案
内

　

12
月
１
日
、
飯
山
市
民
生
児
童

委
員
協
議
会
総
会
な
ら
び
に
辞

令
伝
達
式
が
開
催
さ
れ
、
12
月
１

日
か
ら
地
域
福
祉
の
最
前
線
で
ご

活
躍
い
た
だ
く
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
、
足
立
市
長
か
ら
辞
令
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、
退
任
さ
れ
る

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
状
伝
達
式
も
同

時
に
行
わ
れ
、
足
立
市
長
か
ら
は
、

長
い
期
間
ご
苦
労
さ
れ
た
皆
さ
んへ

感
謝
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

（
名
簿
は
敬
称
略
。
◎
は
地
区
会

長
、
○
は
副
会
長
。）

【
飯
山
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
】

会　
長
…
岸
田　
勉

副
会
長
…
長
岡
照
正

会　
計
…
吉
田
正
紀

監　
事
…
関　
吉
喜　

【
区
域
担
当
委
員
】

飯
山
地
区
▼
湯
本
き
よ
子
（
県

町
・
新
町

（西）
）
▼
○
笠
原
博
（
新

町
（東）
）
▼
小
島
絢
子
（
上
町
）
▼

上
倉
茂
樹
（
栄
町
・
鉄
砲
町
）
▼

丸
山
藤
子
（
本
町
・
肴
町
）
▼
上

野
由
美
子
（
奈
良
沢
）
▼
菊
池
政

明
（
上
倉

（南）
・
松
倉
）
▼
月
岡
信

一（
上
倉

（北）
）
▼
宮
本
久
枝
（
福

寿
町
）
▼
達
家
清
（
田
町
）
▼
保

坂
明
美（
北
町
）▼
新
保
弘
子（
愛

宕
町
・
神
明
町
）
▼
藤
沢
清
太
郎

（
市
ノ
口
）
▼
西
川
允
久
（
有
尾
・

北
町
団
地
）
▼
◎
長
岡
照
正
（
曙

町
）▼
渡
邉
キ
ヨ
子（
西
山・分
道・

斑
尾
）
▼
村
松
茂
夫
（
金
山
・
南

新
町
）

秋
津
地
区
▼
土
屋
紀
規
（
上
組
・

中
山
根
・
伍
位
野
）
▼
藤
澤
良
巳

（
茂
右
エ
門
新
田
・
深
沢
・
飯
駒
）

▼
西
澤
友
子
（
荒
船
・
秋
津
中
央

団
地
）
▼
○
金
子
謙
一（
大
久
保
）

▼
内
山
登
（
中
町
・
中
町
北
部
）

▼
◎
関　

吉
喜
（
北
畑
）

木
島
地
区
▼
◎
髙
藤
静
雄（
山
岸・

其
綿
・
吉
）
▼
○
小
池
八
世
（
安

田
）
▼
関
吉
ひ
ろ
み
（
上
新
田
）

▼
堀
内
和
代
（
野
坂
田
）
▼
小
林

友
子
（
坂
井
）
▼
堀
恒
二
（
下
木

島
）
▼
大
澤
里
子
（
天
神
堂
）

瑞
穂
地
区
▼
◎
高
井
邦
男
（
戸

那
子・中
組
）
▼
黒
岩
正
（
富
田・

神
戸
）
▼
大
月
輝
子
（
福
島
）
▼

湯
本
玲
恵
子
（
関
沢
）
▼
小
林
忠

雄
（
小
菅
）
▼
○
小
林
厚
子
（
内

野
・
針
田
・
笹
沢
）
▼
出
澤
重
臣

（
柏
尾
）
▼
江
村
き
ぬ
代
（
北
原
）

泉
台
地
区
▼
◎
岸
田
勉（
藤
ノ
木・

山
口
）
▼
清
水
宏
（
四
ツ
屋
・
小

佐
原
）
▼
髙
栁
登
志
子
（
南
条
・

笹
川
・
上
新
田
）
▼
山
室
博
信

（
大
川
）
▼
渡
邉
勝
（
涌
井
・
堰

口
・
大
平
）
▼
○
星
原
秀
春
（
中

谷
）
▼
上
岸
隆
治
（
倉
本
・
滝
ノ

脇
・
濁
池
）
▼
清
水
紀
一（
法
寺
）

▼
服
部
秋
男
（
中
条
）
▼
荻
原
源

造
（
中
曽
根
）
▼
服
部
晴
邦
（
尾

崎
）
▼
清
水
整
一（
顔
戸
）

常
盤
地
区
▼
高
橋
う
め
子（
大
池・

上
水
沢
・
下
水
沢
）
▼
清
水
康
子

（
大
塚
・
小
泉
・
戸
狩
新
田
）
▼

◎
水
野
茂
樹
（
戸
狩
）
▼
稲
﨑
利

夫
（
上
野
・
大
倉
崎
）
▼
大
日
方

冨
美
子
（
柳
新
田
・
戸
隠
）
▼
○

大
熊
妙
子
（
小
沼
）

太
田
地
区
▼
○
小
林
神
代（
小
境
）

▼
大
日
向
は
つ
江
（
柳
沢
・
五
束
・

堀
之
内
）
▼
江
沢
一
遠
（
北
条
・

　この制度は、住民の中から選ばれた委員が、地域住民から社会
福祉にかかわる相談を受け支援を行う制度です。地域に根ざした
福祉活動を展開し、あたたかな地域社会づくりを目指しています。
●その役割と活動は？
　援助を必要とする人が、住み慣れた地域でずっと安心して暮らし
ていけるように、皆さんの立場で親身になって相談を聞いたり、心
配事を解決するためにいろいろな福祉サービスを紹介したり、必要
に応じて役所など関係機関との調整役を務めます。また飯山市では、
冬期間、雪害救助員派遣事業の窓口も担当していただいています。
●その選出は？
　地元で選出された候補者について、市の「民生委員推薦会」で
選考・推薦され、県知事に推薦されます。県知事は厚生労働大臣
に推薦し、厚生労働大臣が委嘱します。
●その担当は？
　民生委員は児童福祉法により児童委員も兼ねることになっていま
す。民生・児童委員は、担当する集落が定められている「区域担当
委員」と、その地区全体の児童問題を専門に担当する「主任児童
委員」とに分けられ、任期は3年となっています。

民生児童委員とは？ 五
荷
）▼
宮
澤
純
子（
瀬
木・蕨
野
）

▼
◎
二
ノ
宮
猶
文
（
曽
根
・
三
郷
）

▼
澤
田
滋
（
今
井
）
▼
佐
々
木
和

子
（
大
深
）

岡
山
地
区
▼
齋
藤
靖
夫
（
温
井
）

▼
江
口
宗
晴
（
羽
広
山
）
▼
◎
吉

田
正
紀
（
上
境
）
▼
藤
巻
勝
（
下

境
）
▼
平
原
四
郎
（
和
水・新
屋・ 

土
倉
）
▼
小
田
切
美
和
子
（
名
立・

馬
場・柄
山
）▼
○
月
岡
幸
夫
（
藤

沢
）
▼
齊
藤
忠
男
（
西
大
滝
）

【
主
任
児
童
委
員
】

▼
飯
山
…
小
野
澤
次
子

▼
秋
津
…
白
井
春
子

▼
木
島
…
伊
東
ケ
サ
子

▼
瑞
穂
…
宮
崎
和
子

▼
泉
台
（
柳
原
・
富
倉
・
外
様
）

        

…
今
清
水
徳
子

▼
常
盤
…
常
盤
井
育
子

▼
太
田
…
瀧
澤
富
美
子

▼
岡
山
…
月
岡
君
恵

◎
主
任
児
童
委
員
長

　
　
　
　
白
井
春
子

○
主
任
児
童
副
委
員
長

　
　
　
　
常
盤
井
育
子

新
し
い
民
生
児
童
委
員
さ
ん
を
紹
介

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係 

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

　

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、

平
成
21
年
11
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
10
月
31
日
ま
で
の
住
民
基

本
台
帳
閲
覧
状
況
を
次
の
と
お
り

公
表
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
項
目
も（　
）
内
は 

①
請
求
事
由
の
概
要
②
閲
覧
年

月
日
③
閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲

―

の
順
に
記
載
し
ま
す
。

【
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

　
機
関
に
よ
る
閲
覧
】

◇
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

（
①
自
衛
官
の
募
集
②
平
成
22
年

１
月
21
日
③
平
成
4
年
4
月
2

日
～
平
成
5
年
4
月
1
日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
男
女
）

【
個
人
ま
た
は
法
人
に
よ
る
閲
覧
】

◇
㈱
イ
ン
テ
ー
ジ
長
野
（
①
家
庭

に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
状
況
実
態
調

査
②
平
成
21
年
11
月
17
日
③
新
町
、本
町
、

奈
良
沢
、
上
倉
、
北
町
、
市
ノ
口
、
金
山
、

大
久
保
、安
田
、野
坂
田
、下
木
島
、柏
尾
、

笹
川
、
中
条
、
下
水
沢
、
大
倉
崎
、
小
境
、

今
井
、
大
深
、
桑
名
川
地
区
の
男
女
）

◇
㈱
伊
藤
測
量
設
計
（
①
河
川
水
辺

の
国
勢
調
査
に
お
け
る
Ｃ
Ｖ
Ｍ
調
査
②
平

成
21
年
11
月
18
日
③
全
地
区
（
岡
山
地
区

を
除
く
）
の
男
女
）

◇
㈱
ビ
デ
オ
リ
サ
ー
チ
（
①

２
０
１
０
年
「
全
国
た
ば
こ
喫
煙
者
率
調

査
」
②
平
成
21
年
12
月
18
日
③
下
木
島
地

区
の
大
正
9
年
5
月
1
日
～
平
成
2
年
4

月
30
日
生
れ
の
男
女
）

◇
㈱
日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

（
①
日
本
人
と
テ
レ
ビ
２
０
１
０
・
Ｃ
調
査

②
平
成
22
年
１
月
27
日
③
大
字
飯
山
地
区

の
平
成
5
年
12
月
31
日
生
れ
の
男
女
）

◇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
野
放
送
局
部
（
①
国

民
生
活
時
間
調
査
２
０
１
０
②
平
成
22
年

５
月
13
日
③
茂
右
エ
門
新
田
、
深
沢
、
飯

駒
、
南
善
寺
、
荒
船
、
大
久
保
、
中
町
、

中
町
北
部
、
北
畑
、
秋
津
中
央
、
山
岸
、

其
綿
、
吉
、
安
田
、
上
新
田
、
野
坂
田
地

区
の
明
治
～
平
成
12
年
生
れ
の
男
女
）

◇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
野
放
送
局
部
（
①
６

月
全
国
個
人
視
聴
率
調
査
②
平
成
22
年
５

月
13
日
③
茂
右
エ
門
新
田
、
深
沢
、
飯
駒
、

南
善
寺
、
荒
船
、
大
久
保
、
中
町
、
中
町

北
部
、
北
畑
、
秋
津
中
央
、
山
岸
、
其
綿
、

吉
、
安
田
、
上
新
田
、
野
坂
田
地
区
の
明

治
～
平
成
15
年
生
れ
の
男
女
）

◇
㈱
地
域
総
合
計
画
（
①
生
活
必
需

品
買
物
環
境
実
態
調
査
②
平
成
22
年
８
月

27
日
③
全
地
区
65
歳
以
上
の
男
女
）

◇
㈱
日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

（
①
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
世
論
調
査

②
平
成
22
年
８
月
30
日
③
大
字
照
岡
地
区

の
平
成
２
年
８
月
31
日
生
ま
で
の
満
20
歳

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す

【
お
問
い
合
わ
せ
】
市
民
環
境
課 

市
民
係 

☎
�
３
１
１
１　
内
線
１
５
６

以
上
の
男
女
）

◇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
野
放
送
局
部
（
①
11

月
全
国
個
人
視
聴
率
調
査
②
平
成
22
年
９

月
14
日
③
茂
右
エ
門
新
田
、
深
沢
、
飯
駒
、

南
善
寺
、
荒
船
、
大
久
保
、
中
町
、
中
町

北
部
、
北
畑
、
秋
津
中
央
、
山
岸
、
其
綿
、

吉
、
安
田
、
上
新
田
、
野
坂
田
地
区
の
明

治
～
平
成
15
年
生
の
男
女
）

◇
社
団
法
人 

新
情
報
セ
ン
タ
ー

（
①
住
宅
と
生
活
環
境
に
関
す
る
意
識
調

査
②
平
成
22
年
10
月
21
日
③
大
字
瑞
穂

地
区
の
60
歳
以
上
の
男
女
）

住民基本台帳の閲覧について
・閲覧することができる場合
　公益性が高いと認められる調査研究等や公共的団体が行う
地域住民のための福祉活動。営利以外の目的で行う居住関係
の確認のうち、訴訟の提起その他特別な事由がある場合。
・注意事項
　営利目的の市場調査やダイレクトメールの発送を目的とした
閲覧はできません。また、偽りや不正手段での閲覧、目的外使
用および第三者への提供などは法の定めにより罰せられます。

辞令伝達式では、足立
市長より一人ひとりに
辞令が手渡されました。

　
い
ず
れ
も
お
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
手
当
に
つ
い
て

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


